
　第２講座は、香北会場で『爪切り屋』メ
ディカルフットケアＪＦ協会代表理事の宮
川晴妃さんに、普段はあまり気にとめてい

ない足の爪の切り方や足のケアで、体の
調子を整えていく方法を、映像と

実演を交えながら教えていた
だきました。

　　歯ブラシでの足の爪
周りの洗い方、爪きり

の刃の当て方、爪や
すりの掛け方など、
これから実行しや
すいものでした。

　第１講座は、物部会場で『健康は笑いから』
と題し、落語家の三笑亭夢之助さんの講演を
行いました。
　ジョーク・洒落・ユーモア・ナンセン
ス・ウィットと、笑いを生む５つ
の技法を使った会話術のお話
や、認知症とうつ病の違い
などを紹介していただき
ました。本職ならでは
の楽しい話題がたく
さん飛び出し、時間
を忘れて聞き入る講
演でした。

 はやし   おさむ

 林   修さん

東進ハイスクール
東進衛星予備校　現代文講師

９/２８

オーロラの大地から

まつもと 　のりお                   

松本 紀生さん

写真家

　第３講座は、昨年の流行語大賞に輝いた
「今でしょ」でおなじみ、東進ハイスクー
ル・東進衛生予備校の現代文講師・林修さ
んにご講演いただきました。
　人口比率から始まり、図を使った分析の
方法など先生らしいお話を、楽しく聞かせ
ていただきました。また、その日に思った
ことを記録
し、読み返
すことで自
己を見直す
『自省録』
を書く大切
さも紹介し
ていただき
ました。

　第４講座は、『オーロラの大地から』と題
し、写真家の松本紀生さんに、アラスカの大
地や海、そしてオーロラの写真とともに、厳
寒のアラスカで一人だけで過ごしたキャンプ
のエピソードをお伺いしました。

　バックに流
れる音楽とと
もに美しい写
真が映し出さ
れる度、会場
からはため息
とも歓声とも
つかぬ声が上
がっており、
心癒やされる
講演でした。
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２０Kami２１ Kami

第９回

香美市
市民大学

８/３１

健康は笑いから

三笑亭夢之助さん

落語家

さんしょうてい   ゆめのすけ

９/２０

いつやるか？今でしょ！

９/１３

みやがわ    はるき

宮川 晴妃さん

「爪切り屋」メディカルフットケア

ＪＦ協会代表理事

足の健康をとおして、

心も体もいきいきと！

地から

          

ん

９/２

いつやる

８月３１日から９月２８日にかけて、
第９回香美市市民大学が

開催されました。


